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１．要旨 

2018年 7月 9日から 2018年 7月 18日まで、メリー

ランド大学のKenneth Rose教授を東京大学大気海洋

研究所に招へいし、高解像度領域海洋循環-魚類回遊

成長結合モデルとして開発したROMS-NEMURO. 

FISHを用いたカリフォルニア海流域での数値実験

結果をもとに、モデルの改良方針を検討した。また、

マアジ、マサバ、カタクチイワシを導入する北西太

平洋の高解像度領域海洋循環－魚類回遊成長結合モ

デルの改良および今後の実験計画について議論をし、

実験方針を固めた。 

 

２．研究の背景 

日本の東に位置する黒潮親潮混合水域は、物理的

にも、生物・生態系にとっても重要な海域である。

栄養塩に飛んだ親潮起源の冷水と、温暖な黒潮起源

の海水との混合が、回遊魚の生態に及ぼす影響は重

要であることが示唆されている。これまで報告者は

北東太平洋版 ROMS-NEMURO.FISH（Rose et al., 

2015）の開発に携わり、カリフォルニア海流域にお

けるカタクチイワシとマイワシの魚種交替に関する

研究を展開してきた。このモデルを北西太平洋用に

改良し、マサバ、マアジ、スケトウダラなどが潮汐

18.6 年変動からどのような影響を受けるのか評価す

ることを目的としている。 

 

３．研究計画・作業仮説・方法 

ROMS-NEMURO.FISH（Rose et al., 2015）は、ラ

トガース大学のEnrique Curchitser准教授のグループ

がコーディングを改良しており、北西太平洋版

ROMS-NEMURO.FISH（水平解像度約 6km）は改良

コードに基づき構築されている。 

モデル内で黒潮が東シナ海に入らない問題があっ

たが、Enrique Curchitser准教授、Jerome Fiechter博士

とのネット会議を通して、モデル内での設定を再確

認し、水平粘性の取り入れ方を変更することを決定

した。 

また、北東太平洋版ROMS-NEMURO.FISH内での

カタクチイワシ、マイワシのモデル設定を、Kenneth 

Rose教授、Ryan Rykaczewsky准教授（大気海洋研究

所客員研究員として招へい）と再検討し、黒潮・親

潮海域での ROMS-NEMURO.FISH を用いた実験設

定について検討を実施した。 

一方、マサバの回遊モデルの開発も進めてきたが、

回遊パラメータの設定について、Kathyn Dickson 教

授、Emmanis Dorval博士、Dane Klinger博士と議論

し、回遊パラメータの詳細を決定した。 

 

４．成果 

 モデルの設定をすべて見直した結果、水平格子サ

イズ依存の水平粘性、水平拡散を与えていたが、こ

の部分を Smagorinsky 型の水平粘性、水平拡散に変

更した結果、黒潮が東シナ海に流入するように改善

された。なお、領域高解像度モデルの展開について



は、総説として出版をした (Ito et al., 2018)。 

また、北東太平洋版ROMS-NEMURO.FISH内での

カタクチイワシ、マイワシのモデル設定を再検討し

た結果、カタクチイワシが回遊しないような設定に

なっていることを確認した。黒潮・親潮海域ではカ

タクチイワシが大きく南北に回遊するのに対し、カ

リフォルニア海流域ではカタクチイワシが大きく回

遊しない。このため、北東太平洋版 ROMS- 

NEMURO.FISHにおいては沿岸域に留まるようにモ

デルで制限をかけているが、黒潮・親潮域と同じ設

定で実験を行った場合にどのような変化が表れるの

か実験を行うべきだという結論に至った。なお、

NEMURO.FISHを用いた数値実験を含め、気候変動

に対する北太平洋の魚類資源の応答を総説として発

表した (Holsman et al, 2018) 

また、マサバ回遊パラメータについては、遊泳実

験の結果をもとに回遊パラメータを整理し（図 1）、

学術論文として投稿した。 
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図１．遊泳実験で求まったマサバの尾叉長と遊泳速

度の関係 


